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◇ 発刊の目的 

 「神奈川作業療法研究」（以下、本誌）は、一般社団法人神奈

川県作業療法士会の学術誌として、以下を発刊の目的として掲

げております。 

1. 一般社団法人神奈川県作業療法士会の発展に寄与する研

究・実践についての知見を会員間で広く共有すること。 

2. 研究・実践成果の公表により一般社団法人神奈川県作業療

法士会の学術研究活動を内外へ広報すること。 

3. 一般社団法人神奈川県作業療法士会およびその会員の学

術レベルの向上を図ること。 

 

◇ 投稿者の資格 

 筆頭著者は、一般社団法人神奈川県作業療法士会正会員であ

り、投稿年度までの会費納入を済ませた者に限ります。 ただし、

一般社団法人神奈川県作業療法士会学術部学術誌編集班の協

議および決定により、上記以外の著者による投稿を許可するこ

とがあります。 

 

◇ 共著者の資格 

 共著者は、一般社団法人神奈川県作業療法士会正会員である

ことを要しません。ただし、共著者が作業療法士である場合に

は、一般社団法人日本作業療法士協会正会員で、かつ一般社団

法人神奈川県作業療法士会正会員もしくは他都道府県作業療

法士会正会員であって、投稿年度までの会費納入を済ませてい

ることが必要です。 

 

◇ 投稿論文の種別 

 投稿論文は、他誌に未発表の、「研究論文」、「事例報告」、「総

説」、「短報」、「実践ノート」とします。なお、本誌では系統的

総説(システマティックレビュー)は「研究論文」として取り扱

うこととします。 

1. 研究論文：作業療法における実験、調査、理論研究等       

から得られた独創的で新規性の高い知見を含 

む結果および考察からの結論が明確なもの。 

2. 事例報告：特色ある作業療法実践に焦点を当てた丁寧な 

     臨床経過等の報告。 

3. 総  説：作業療法に関連するテーマについて、過去の 

     研究を概観し、将来的展望を視野においた組  

     織的な論評および総括を目的とする論文。 

4. 短  報：新規性が高く、見解の速やかな発表を期待する 

     パイロットスタディとしての報告。後に「研究   

論文」としての投稿が期待される。 

5. 実践ノート：作業療法実践上の種々の工夫やアイデア等  

の紹介等で、一般社団法人神奈川県作業療法士会お

よび所属会員の学術研究や臨床実践に寄与すること

が期待される報告。 

 

◇ 投稿方法  

 本誌への投稿はすべて電子投稿システム Editorial Manager ®

の利用を通じて行ってください。同システムの URL は以下の

通りです。 

https://www.editorialmanager.com/jkot/default1.aspx 

なお、同システムには一般社団法人神奈川県作業療法士会ホ

ームページ中のリンク「投稿はこちら」からもジャンプできま

す。 

 同システムの使用法の詳細については上記 URL から「投稿

者マニュアル」がダウンロード可能ですのでご参照ください。 

利用にあたってはまずアカウント登録が必要となります。 

同システム上の説明にしたがってユーザ情報を入力し、アカウ

ント登録をご確認の後、改めて投稿作業を進めてください。 

また、投稿を完了する際には、上記 URL から「投稿チェッ

クリスト」をダウンロードして、計 22 のチェックポイントす

べてにチェックが入るように再度点検をしてください。投稿チ

ェックリストすべてにチェックを入れていただき、署名後に

PDFファイルで提出していただきます。 

 なお、「掲載可」および「修正後掲載可」と判定された論文原

稿に関する著者と学術誌編集班との連絡では基本的にメール

を使用することとします。 

 

◇ 投稿論文原稿の規定枚数 

 論文作成の際の規定枚数は下記の通りです(文献を含む)。 

研究論文：16,000字程度 

事例報告：10,000字程度 

総  説：16,000字程度 

短  報：8,000字程度 

実践ノート：4,000字程度 

 図表は1点につき400字（原稿半ページ分）に換算して、上

記枚数に含めてください。なお、表紙および要旨は上記枚数に

含めないこととします。 

 

◇ 論文の採否 

 投稿論文は、2 名の査読委員による査読結果をもとに、一般

社団法人神奈川県作業療法士会学術部学術誌編集班にて採否

を決定します（下図を参照してください）。査読結果により、論

https://www.editorialmanager.com/jkot/default1.aspx


文原稿の加筆および修正をお願いすることがあります。また査

読後においても同様に、若干の訂正等をお願いすることがあり

ます。 

 

◇ 論文の再投稿 

 「修正後再査読」と判定された論文は修正の後、3 ヵ月以内

に再投稿してください。3 ヵ月を過ぎて投稿がなされた場合に

は新規投稿、として扱います。 

 

◇ 著者校正 

 「掲載可」および「修正後掲載可」と判定された論文原稿に

ついて、著者校正は1回のみ行います。なお、大幅な加筆修正

は認めません。校正は赤字で行い、指定期限内に返送してくだ

さい。 

 

◇ 論文の掲載 

 論文の速報性を高めることと学術誌の保存上の便宜を図る

目的で、2022年度より「科学技術情報発信・流通総合システム

（J-STAGE）」上での電子媒体(pdf 形式)による論文の掲載に移

行します。これに伴い、従来行っていた別冊進呈は廃止します。 

なお、受理された論文の掲載は、完成稿入稿の日付順としま

す。 

 

◇ 論文執筆支援制度 

 一般社団法人神奈川県作業療法士会正会員による本誌への

投稿を促進、支援する目的で、「論文執筆支援制度」を設けてい

ます。本制度利用のご希望がある正会員は、一般社団法人神奈

川県作業療法士会ホームページより申請用紙をダウンロード

し、下記の一般社団法人神奈川県作業療法士会学術部学術誌編

集班アドレス宛、メールにてお申し込みください(kana-

otkenkyu@kana-ot.jp)。 
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